
SusHi Tech Global成長加速プログラム（第１期）
応募申請書（プレゼン資料）作成マニュアル

SusHi Tech Global成長加速プログラム（第１期）にご応募いただき、誠にありがとうございます。

本作成マニュアルをご確認の上、応募申請書（プレゼン資料）の作成・提出をお願いいたします。

【注意事項】

• 募集要項「６審査基準」に記載されている審査ポイント及び本作成マニュアルの内容をご確認の上、
応募申請書（プレゼン資料）をご作成ください。

• 枚数は40枚を上限とします（表紙・中扉を除く）。

• 原則、日本語表記でご作成ください。

• 応募申請書はPDF形式でご提出ください（資料のデザインやフォーマットは審査の対象とはなりま
せん）。

• 記載内容の確認や追加情報の依頼等のため、東京都又は運営事業者より連絡させていただく場合が
あります。

• 提出いただいた応募申請書は、当該審査の目的以外には使用いたしません。



応募申請書への記載項目

1

【基本情報】

• 応募者情報

【会社紹介】

• プロダクト・サービス内容
• 市場規模・成長性
• 技術力・プロダクトの優位性
• 成長シナリオ（Exit戦略等）
• 資金調達状況・方針
• 海外展開の実績及び展望

【グローバルなスケールアップにつながる取組の内容】

• 事業理解・成長意欲
• 達成目標
• KPI・マイルストーン
• 実施内容
• 実施計画
• 推進体制
• 市場・実施エリア
• 本プログラム活用による効果
• 東京での事業展開

※必要に応じて、記載内容を追加・修正していただいても構いません。



応募申請書への記載項目
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【基本情報】

• 応募者情報

【会社紹介】

• プロダクト・サービス内容
• 市場規模・成長性
• 技術力・プロダクトの優位性
• 成長シナリオ（Exit戦略等）
• 資金調達状況・方針
• 海外展開の実績及び展望

【グローバルなスケールアップにつながる取組の内容】

• 事業理解・成長意欲
• 達成目標
• KPI・マイルストーン
• 実施内容
• 実施計画
• 推進体制
• 市場・実施エリア
• 本プログラム活用による効果
• 東京での事業展開

※必要に応じて、記載内容を追加・修正していただいても構いません。



応募者情報 基本情報

会社名

本社所在地

設立年月日

資本金

売上高（直近3か年）

従業員数（直近3か年）

（うち、正社員数）

主要株主

貴社を特徴づける

サービス・事業の概要

ホームページ

代表者略歴

東京都からのスタートアッ

プ向け支援を受けた実績

3



応募申請書への記載項目
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【基本情報】

• 応募者情報

【会社紹介】

• プロダクト・サービス内容
• 市場規模・成長性
• 技術力・プロダクトの優位性
• 成長シナリオ（Exit戦略等）
• 資金調達状況・方針
• 海外展開の実績及び展望

【グローバルなスケールアップにつながる取組の内容】

• 事業理解・成長意欲
• 達成目標
• KPI・マイルストーン
• 実施内容
• 実施計画
• 推進体制
• 市場・実施エリア
• 本プログラム活用による効果
• 東京での事業展開

※必要に応じて、記載内容を追加・修正していただいても構いません。



プロダクト・サービス内容（記入例）

■ プロダクトやサービスの内容について、解決したい社会課題・ペインポイント・ソリューション、ビジネスモ
デルについて記載してください。

会社紹介

プロダクトの核心 ビジネスモデルと収益源

解決したい社会課題・ペインポイント

ソリューション（プロダクト名: LegalAssist AI）

収益モデル（SaaSサブスクリプション）

収益源 プラン概要 価格帯（月額）

**基本利用料（主力収
益）**

リスクチェック機能、AI
要約機能

¥15,000〜/ユーザー

**追加機能オプション** 電子署名連携、多言語対
応オプション

¥5,000〜/月

**データ活用ライセンス
**

匿名化されたデータセッ
トの企業向けライセンス
提供

年間契約

**人材不足による業務負荷の増加:** 中小企業の契約書作成・審査

業務が属人化し、残業時間の主要因となっている。

**法務リスクの見落とし:** 専門知識がないため、契約書内の隠れ

たリスク条項を見落とし、訴訟に発展するケースが多い。

**従来のAIツールの高コスト・複雑さ:** 既存の法務AIツールは導入

費用が高く、UIが複雑で、中小企業では活用が進まない。

**AIによる自動リスクチェック:** 独自の特許技術で契約書を自動

解析し、リスク度を3段階で即時提示。

**直感的なUI/UX:** 専門家でなくても使えるシンプルなインターフ

ェースを開発し、導入障壁を撤廃。

**学習コストの最小化:** 既存の業務フローをほぼ変更せずに導入

可能。現場への負担をかけずに生産性を向上。
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市場規模・成長性（記入例）

■ 市場規模の分析、TAM/SAM/SOMの提示、自社プロダクトの直近３か年の売上実績や従業員数の推移、収益
計画について簡潔にご記載ください。

会社紹介

▼市場規模の分解（国内市場） ▼売上実績と3年間の収益計画

【SOM達成への論理的根拠】

SAM（8,500億円）のうち、初期ターゲットとなる中小企業セグメント
（400億円）に対し、市場シェアを30%獲得することで、3年後にSOM
（120億円）を達成する計画です。

売上実績（過去3年間の推移）

項目 2023年 2024年 2025年（見込）

売上高（億円） 0.5 1.2 2.8

年間契約数（件） 12 35 70

【収益計画（売上高・利益の予測）】

TAM: 3.5兆円
Total Addressable Market：関連市場全体

SAM: 8,500億円
Serviceable Available Market：自社サービスが

提供可能な市場

SOM: 120億円
Serviceable Obtainable Market：
5年以内に獲得可能な現実的市

場
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技術力・プロダクトの優位性（記入例）

■ プロダクトやサービスに関する貴社の技術的な優位性（特許・論文・PcC成果など）について記載してくださ
い

会社紹介

知的財産（特許）

学術的成果・共同研究

従来比 2.3倍の処理速度を実現。

既存インフラを入れ替えずに導入可能です。

•特許第1234567号（登録済み）：

「非構造化データのリアルタイム圧縮アルゴリズム」

•特願2024-XXXXXX（出願中）：

上記アルゴリズムを用いたエッジデバイス向け実装方式

•競合他社が模倣困難なコアロジックを権利化済み。

• ○○大学工学部（ 研究室）との共同研究：

2022年より基礎技術の実証実験を実施。

•国際学会 IEEE XXXX 2023 にて発表：

論文タイトル「Next-gen Compression Logic...」

Best Paper Awardを受賞し、学術的にも新規性が認められている。
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成長シナリオ（Exit戦略等）（記入例）

■ IPOまたはM&A等のExitを明確に計画していることを明確に示すために、大きく成長するための企業全体の

ロードマップを記載してください。また、次のフェーズに進むための重点課題についても記載してくださ
い。

■ 海外展開の蓋然性について、具体的な国名をあげながら、海外進出のタイミングについても記載してくだ
さい。

会社紹介

最終目標（Exit）： IPO（5年以内）またはM&A（3年後） ターゲット時価総額： 100億円以上

▼成長フェーズと重点課題

海外展開の蓋然性（戦略的進出）

アメリカ (US) シンガポール (SG)

タイミング： Year 3 Q4（市場調査・PoC開始）→ Year 4（本格参入）

YEAR 1 YEAR 2 YEAR 3

プロダクト市場適合 (PMF)

重点課題：市場適合性の確立

国内市場の垂直立ち上げ

重点課題：国内市場シェア拡大

グローバル展開の準備

重点課題：Exitに向けた基盤構築

継続利用率 (Retention Rate) 80%達成

競合優位性を示すPoC結果を確立

企業向け初期ユーザー（10社）獲得

国内市場シェア 5%獲得

開発チームの組織化（コアメンバー10名体制）

収益モデル（SaaS）の安定化と黒字化

年間経常収益（ARR） 10億円達成

海外市場参入に向けた技術仕様のローカライズ

IPOまたはM&Aのためのデューデリジェンス準備
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資金調達状況・方針（記入例）

9

■ これまでの資金調達（デッドや補助金等含）の状況と、今後の予定について記載してください。

会社紹介

過去の資金調達実績

エクイティ調達（第三者割当増資）

時期

調達額

主な投資家

資金用途

今後の資金調達方針（シリーズB）

次回調達計画：シリーズB

目標調達額：10億円（2026年Q1完了予定）

調達後の目標企業価値（Post-Money Valuation）：50億円

デッド・補助金など

時期

調達額

調達先

資金用途
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海外展開の実績及び展望（記入例）

■ これまでの海外展開の実績（海外売上・拠点設立・アクセラレーター参加実績等）の状況と、今後の予定に
ついて具体的な国名とターゲットとして選定した理由も添えて記載してください。

会社紹介

これまでの海外展開実績と現状 今後の進出ターゲットと選定理由

現状：Go-To-Market準備完了

コアプロダクトの国際化（多言語・決済対応）を完了し、現在は
初期市場調査フェーズに移行しています。
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応募申請書への記載項目

【基本情報】

• 応募者情報

【会社紹介】

• プロダクト・サービス内容
• 市場規模・成長性
• 技術力・プロダクトの優位性
• 成長シナリオ（Exit戦略等）
• 資金調達状況・方針
• 海外展開の実績及び展望

【グローバルなスケールアップにつながる取組の内容】

• 事業理解・成長意欲
• 達成目標
• KPI・マイルストーン
• 実施内容
• 実施計画
• 推進体制
• 市場・実施エリア
• 本プログラム活用による効果
• 東京での事業展開

※必要に応じて、記載内容を追加・修正していただいても構いません。
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事業理解・成長意欲（記入例）

■ 本プログラム活用の目的や、グローバルな成長を遂げることへの意欲等について、ご記載ください。

「グローバルなスケールアップにつながる取組」内容:Goal

記載内容例
• 本プログラム活用の目的・意欲
• グローバルな成長を遂げることへの意欲
• 創業者・経営陣のビジョンやコミットメントについて
• 本プログラムをきっかけにした成長戦略 など
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達成目標（記入例）

■ 本プログラムにおける最終的なゴールについて記載してください

「グローバルなスケールアップにつながる取組」内容:Goal

本プログラムにおける達成目標
（最終的なゴール）

本プログラムの活用により、どれだけ
成長角度を一気に高めていくことがで
きるか、目標をご記載ください。

（成長率の達成目標）

0%

5%

10%

15%

20%

25%

2024 2025 2026 2027

（例）海外売上高比率

KPI設定説明シートから転記しながら、最終的なゴールをご記載ください
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KPI・マイルストーン（記入例）

■ KPI設定説明シートで記載したKPI項目及びそのマイルストーン（ KPIををどのタイミングで完了させる予定か）
について記載してください

KPI項目・マイルストーンについて

「グローバルなスケールアップにつながる取組」内容:Goal
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実施内容（記入例）

■ 本プログラム期間中（2026年４月から2027年９月）に実施する「グローバルなスケールアップにつながる

取組」の実施内容について具体的に記載してください。インパクト・独自性・新規性について記載いただ
き、自社のグローバルでのスケールアップに繋がる内容になるように記載してください

「グローバルなスケールアップにつながる取組」内容:What
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実施計画（記入例） 「グローバルなスケールアップにつながる取組」内容:When

プログラム実施期間: 2026年3月〜 2027年9月（18ヶ月）

▼ 18ヶ月間の主要プロジェクト（フェーズ別）

■ 本プログラム期間中（2026年４月から2027年9月）に実施する「グローバルなスケールアップにつながる取組」の

実施スケジュールについて記載してください。具体的な海外渡航の予定や、本プログラムが提供する海外渡航プロ
グラムの希望渡航先等があれば、そちらも記載してください。
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実施計画（全体支出額）（記入例）

■ 「グローバルなスケールアップにつながる取組」の実施に係る全体支出額を具体的に記載してください。

項目（必要に応じて追記・修正し
てください。）

全体支出額（任意のタームでご記載ください。）

Q1 Q2 Q3 Q4

1.市場開拓・プロモーション
（市場開拓・営業、プロモーション・マ
ーケティング、プロダクト輸送・改修、
海外渡航・国内出張関連費用など）

2. 組織・人材・法務
（人材採用・強化、拠点の設立・拡大、
法務・手続・専門家関連費用など）

3.プロダクト開発・技術開発
（研究開発・知的財産権、プロダクト開
発・改良、技術基盤の整備・構築・拡充、
規格対応関連費用など）

4.製造・生産・量産
（製造・生産・量産体制の構築関連費用
など）

その他（ ）

合計 ○○,○○○,○○○千円 ○○,○○○,○○○千円 ○○,○○○,○○○千円 ○○,○○○,○○○千円

「グローバルなスケールアップにつながる取組」内容:How
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推進体制（記入例）

■ 「グローバルなスケールアップにつながる取組」の実施体制について記載してください。
■ マネジメント経歴や、海外在住経験・英語力についても記載してください。
■ グローバルチームへ成長させる具体的な展望・計画があれば、そちらもご記載ください。

「グローバルなスケールアップにつながる取組」内容:Who

プロジェクト組織体制 コアメンバーの国際的な実績

18



市場・実施エリア（記入例）

■ 「グローバルなスケールアップにつながる取組」の実施エリア（事業展開に取り組む海外市場）や狙う市場
について記載してください。

「グローバルなスケールアップにつながる取組」内容:Where

実施エリアと狙う市場 選定の適切性（グローバル×サステナビリティ）

シンガポール (SG)

市場: APAC地域を統括する多国籍企業拠点市場
**狙い:** アジアでの展開実績とビジネスモデルの検証ハブ

米国 (US)

市場:世界最大かつ最先端のテック市場・法務テック市場
**狙い:** グローバル標準の獲得と次期資金調達に向けた
ARRの極大化

※選定エリアの市場規模は、全体の**TAMの約60%**を占めています。
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本プログラム活用による効果（記入例）

■ 本プログラムを活用することによって強化・加速・実現できる点や、社会的な意義等について、記載してください。

「グローバルなスケールアップにつながる取組」内容:Why

課題の解消

公的支援を受けるに相応しい提案内容である理由（例）
本プロジェクトは、自社単独では困難なUS/SG大手顧客やトップVCへのアクセス、および現地キーパーソンの
採用を可能にすることで、日本発のコンプライアンスAIをグローバルなガバナンスインフラへと迅速にスケー
ルアップさせ、 の社会課題の解決と経済成長の両立という高い公共的インパクトを実現します。
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東京での事業展開について（記入例）

■ これまでの東京での事業展開の実績・状況や今後の予定、本プログラムでの成果をどのように東京に還元し
ていくか等を記載してください。

東京での事業展開実績・現状や今後の予定 今後の事業展開と還元

「グローバルなスケールアップにつながる取組」内容:Why

【実績・現状】

● 都内拠点: 2024年に東京都千代田区に日本法人を設立。現在、日本

国内の導入企業50社のうち、約80%（40社）が東京都内に本社を

置く企業（主に大手製造業、商社）。

● ローカライズ:日本独自の商慣習や法規制に対応した「LegalAssist 

AI 日本語版」をリリース済み。都内の大手法律事務所3社とアドバ

イザリー契約を締結し、実務に即したAI精度の向上を図っている。

● コミュニティ活動:都内スタートアップハブでのピッチ登壇や、法

務DXをテーマにしたセミナーを定期開催し、都内企業のDXマイン

ド醸成に寄与。

【今後の予定】

● 人員拡大:今後1年半で、都内での雇用を15名から40名規模へ拡大。

カスタマーサクセスおよび開発拠点を東京に集約。

● 金融・不動産セクターへの特化: 2026年度より、都内の主要産業で

ある金融・不動産分野の契約書に特化した「金融法務モジュール」

を開発・提供予定。

【事業展開のビジョン】

● 東京を「法務DXのアジア拠点」へ:本プログラムを通じて

LegalAssist AIの信頼性を担保し、東京拠点をハブとして、アメ

リカ・シンガポールへの海外展開を加速させる。

● 中小企業（SMB）への浸透:現在は大手中心の導入対象を、都内

に無数に存在する中小・スタートアップ企業へ拡大。月額低コ

ストモデルを投入し、東京全体のビジネススピードを底上げす

る。

【東京都への還元策】

● 「グローバル金融都市・東京」のインフラ化: * 複雑な越境契約

の自動解析を高度化することで、海外企業の東京進出における

法務コストを劇的に下げ、外資誘致のハードルを低減する。

● 法務人材の高度化と労働力不足の解消: * ルーチンワークをAIが

代替することで、都内企業の法務担当者がより戦略的な業務

（M&Aや知財戦略）に注力できる環境を創出する。

● 教育・ナレッジの還元: * 本プログラムの成果として、AI法務の

ガイドラインや活用事例を東京都と共有。都内のスタートアッ

プ支援施設等で「リーガルテック活用講座」を無償提供し、次

世代起業家の法務リテラシー向上に貢献する。
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